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注:略語説明

IP(lnternetProtoco】)

DSL(Dig他ISubscriber

Line)

QoS(QualityofService)

VPN(VirtualPrivate

Network)

次世代IPネットワークアー

キテクチャとリソース管理

のイメージ

日立製作所は,光ネットワ

ークとIPネットワークの統合

に向けた,マルチサービス対

応ネットワークアーキテクチャ

を提案している｡

インターネットのトラヒック増加とサービスの多様化に伴い,通信キャリヤのIPネットワークとノードには,高速･大容量

化,信頼性向上,品質保証機能などが要求される｡

日立製作所は,バックボーン(基幹)ネットワークの大容量化と多機能化を目指し,lPネットワーク向けにギガビットルータ

"GR2000”を提供し,さらにテラビットクラスのIPノードを検討している｡また,光ネットワーク向けに基幹系･メトロ系の

SONET(Synchronous OpticalNetwork)/SDH(Synchronous DigitalHierarchy〉とDWDM(Dense Wavelength Division

Multiplexing)伝送システムを提供し,既存の低速ネットワークからの移行を容易にするトランスペアレント多重伝送システム

を開発した｡アクセスネットワーク向けには,マルチレイヤスイッチンクが可能なスケーラブルアクセスノードアーキテクチ

ャを検討している｡

また,通信キャリヤが新サービスを提供することができるように,最新のアクティブネットワーク技術を適用した新ソリュ

ーションと,サービスの多様化や運用コストの低減に対応するオペレーションサポートシステムを提案している｡さらに,光
とIPの統合ネットワークヘの移行を容易にするIPネットワークアーキテクチャと.移行シナリオについても検討している｡

はじめに

インターネットはWWW(World Wide Web)や電子商

取引などのアプリケーションによって世界規模で発展し,

現在では,4か月から6か月で2倍という速度でトラヒッ

クが増加している｡これに伴い,IP(Internet Protocol)

ネットワークの社会インフラストラクチャー化が進み,

高速･大容量化と,信頼性向上が求められている‥｡ま

た,QoS(Quality of Service)やVPN(VirtualPrivate

Network),マルチキャストといったさまざまなサービス

をIPネットワーク上で低コストで提供する機能も求めら

れている｡
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H立製作所は,このような高速･大容量化とサービス

の多様化への要求にこたえるために,通信キャリヤ川の

ネットワークインフラストラクチャーとして,バックボ

ーンネットワーク川ギガビットルータ"GR2000''や,基幹

系光ネットワーク用10Gビット/sの伝送システム

ー`AMN5192''をはじめとする製品を提供している｡

ここでは,これらR立製作所の提供する通信キャリヤ

糊のネットワークソリューション,将来のIPネットワー

クと光ネットワークとの統合に向けたネットワークアー

キテクチャ,およびその移行シナリオについて述べる｡

通信キャリヤ用

ネットワークソリューション

R立製作所の通信キャリヤ用のネットワークソリュー

ションは,バックボーンネットワークからサービス･ア

プリケーションまで多岐にわたっている(図1参月別｡

2.1バックボーンネットワーク

(1)IPネットワーク

バックボーンIPネットワークでの高速･大容量化,信

頼性の向上,およびさまぎまなサービス提供へのニーズ

にこたえるために,口立製作所は,ギガビットルータ

``GR2000''を提供している｡GR2000は,高速転送,QoS

制御,IPマルチキャスト通信,フィルタリング,MPLS

(MultトProtocoILabelSwitching)処理を実現しておF),
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実際にフィールドで活用されている｡

今後,いっそうの大容量化に伴い,多ポートを高速に

交換できるスイッチを適用した,多数の回線を収容でき

るノードアーキテクチャが必要になってくる｡それに対

応するために,H立製作所は,次世代のテラビットクラ

スのノード向けに,大容量･高速回線のサポートと,高

ポート密度を実現するスケーラブルアーキテクチャの検

討を進めている｡

(2)光ネットワーク

光ネットワークでは,適用されるネットワークの規模

や収零するインタフェース種別などさまざまなニーズに

んbじたソリューションを提供することが重要である｡

これにこたえるために,H立製作所は,基幹系ネット

ワーク向けにSONET(Synchronous OpticalNetwork)/

SDH(SynchronousDigitalHierarchy)準拠の10Gビット/s

の伝送システム｢AMN5192シリーズ+と,波長多重機能

および光増幅機能による大容量DWDM(Dense

WavelengthDivisionMultiplexing)システム｢AMN6100

シリーズ+を掟供している｡メトロ系ネットワーク向けに

は,リング形ネットワークの構築が可能な2.4Gビット/s

SDHシステム｢AMN5048シリーズ+と,各種低速インタ

フェースを持つ小容量DWDMシステム"AMN601A''およ

び``AMN601S”を提供している｡

また,オーバヘッド情報を透過11馴二通過させ,既存の

･短期集中型サービス

･ストリーム配信サービス

WebGW ･×MLによるコンテンツ指示通信制御機能

･キャッシュを用いた分散処理

･ディレクトリ情報と連動した集中管理制御

･サービス多様化
･運用コストの削減

OSS ･高信頼･高性能アプリケーション統合基盤

･キャリヤグレードのポリシーベース管理

･日本ヒューレットパッカード株式会社の運用管理パッケージ統合
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図1 日立製作所が提案

する通信キャリヤ用の

ネットワークソリュー

ンヨノ

日立製作所は,バックボ

ーンネットワークからアク
セスネットワーク,サービ

ス･アプリケーションま

で,多岐にわたるソリュー

ションを提案している｡
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2.4Gと600Mビット/sのネットワークの運用情報を保存

したまま,10Gビット/sのネットワークに収容が叶能な

トランスペアレント多重伝送システム｢AMN4100シリー

ズ+を開発しているt〕

2.2 アクセスネットワーク

アクセス方式の多様化と稜(す)み分けが進み,IPアク

セスが社会のインフラストラクチャーとなるにつれて,

アクセスシステムには,メディア処即やユーザー管理,

インタワーク機能,カスタマイズ機能,高信析綱道川と

いった機能が必要とされてきている｡これらの多様な安

求条件に対応するために,マルチレイヤスイッチングが

可能なスケーラブルなアクセスノードアーキテクチャを

検討している｡このアクセスノードでは,オープンAPI

(ApplicationProgrammingInterface)によF),サービス

の新規導入や,ユーザーごとのカスタマイズを容易に行

うことができる｡

また,モバイル アクセス ネットワークでの高速デー

タ伝送や移動端末のノ削寺接続が実現されると,従来とは

異なるモバイルコンテンツ(移動端末への情報)配信が登場

することが予想される｡日屯製作所は,このための新プッ

シュ(働きかけ)型サービスの実現方式を検討している｡

2.3 サービス,管理

(1)サービス

ニゴ1からのインターネットサービスでは,証券取り引

きやチケット処理に代表されるような短期集巾型のサー

ビスや,動画･音声などのストリーム配信サービスが急

増してくるものと予想される｡このようなサービスに対

応するために,炭新のネットワーク技術である｢アクティ

ブネットワーク技術+を先耽りし,これらの新サービスの

実現に向けたソリューションを提案している(〕この新ソ

リューションでは,アクティブネットワーク技術により,

キャッシュに蓄積したデータを使って利梢者からの要求

をネットワーク内で分散処理し,数多くの利用者からの

要求に対しても迅速な応答を実現する｡また,ウェブデ

ータに付加した通信制御情報を用いることにより,コン

テンツ提供者の意図で,利川者やデータの性質に止こじて

品質を変えたサービスの提供が叶能である｡

(2)OSS

通信キャリヤが提供するIPネットワークが企業情報イ

ンフラストラクチャーへ,さらにビジネスポータルとい

う位置づけに進化しており,サービスの多様化と道川コ

ストの低減を図ることが急務となっている｡さらに,新

しいサービスの迅速な提供やサービス品質の向_卜,低廉

なサービスの提供などによる顧客要求を満足することが

重要な課題となりつつある｡)このような課題に対応する

ためには,ネットワークやサービスを管理するだけでな

く,新サービスのマーケテイングや緯常と顧客サービス

を支援し,適切な料金収集ができる,総合的なOSS

(OperationSupportSystem)を実現する必繋がある｡

R立製作所が提供するIP対応OSSでは,高†こi析･高性

能なアプリケーション統合基盤,キャリヤグレードのポ

リシーベース ネットワーク マネジメント およびl+本

ヒューレットりヾッカード株式会社の先進的な運用管理

パッケージとのインテグレーションにより,プロビジョ

ニング業務システム,サービス保証業務システム,および

顧客料金業務システムを迅速に構築するためのソリュー

ションを提供する｡

光とIPの統合ネットワーク

3.1ネットワーク構成

今後,IPネットワークのトラヒック増加がさらに進む

と,テラビットノードに続く次々世代ノードが必要とな

る｡口立製作所は,その候補として,光クロスコネクト

などの光ネットワークノードをIPバックボーンに適用す

る｢光とIPの統合ネットワーク+の検討を進めている｡

光とIPの統合ネットワークを実現するためには,光ネ

ットワークノードで提供されるシンプルな大容量転送機

能をIPネットワークにどう適用するかが重要な課題であ

る｡このため,IPネットワークをアクセスネットワーク

とバックボーンネットワークに分け,バックボーンネッ

トワークのコアノードには高速･大容量転送機能を,ア

クセスノードとエッジノードには加入者終端,回線集線,

高機能サービス機能をそれぞれタナ担させる｡そして,バ

ックボーンネットワークでは,MPLSベースでサービス

別ラベルパス網を構築する｡)これにより,コアノードの

機能をシンプルにし,光ネットワークノードをコアノー

ドヘ過川することが容易になる｡

3.2 光とIPの統合ネットワークヘの移行

従来,IPネットワークと光ネットワークでは,制御と

管理を別々に行っていたことから,これらをすぐに統合

することは難しい｡そのため,このアーキテクチャを用

いて,IPネットワークと光ネットワークを段階的に統合

していくことが考えられている｡

このアーキテクチャの導入時には,ルーティングヤシ

グナリング,トポロジー情報の獲得などを従来と何様に

IPネットワークと光ネットワークで別々に行うが,叔ノJ
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図2 光とIPの統合ネットワークヘの移行シナリオ

光ネットワークとIPネットワークの段階的な統合により,lPネ

ットワークの今後の大容量化に対応していく｡

の問でルーティング情報のやり取りを可能とする機能を

追加する〔図2(a)参照〕｡例えば,クライアントのノード

から光ネットワークノードに対し,到達が可能な他のク

ライアントノードのIPアドレスを問い合わせ,送信ノー

ドからあて先ノードのIPアドレスを指定して,光ネット

ワークのパスの設定要求を行う｡こゴ1により,最小の機

能追加でIPネットワークのノード間にオンデマンドで光

パス設定が可能となるなど,IPネットワークで光ネット

ワークの機能を使うことが容易になる｡

将来は,光波長をラベルとするMP人S(MultトProtocoI

Lambda Switching)2'を用いることにより,光とIPの統

合ネットワークに移行していく〔図2(b)参照〕｡この段階

ではIPネットワークと光ネットワークのルーティングや

シグナリング,トポロジー情報の獲得などをすべてIPベ

ースで行い,その情報を基にノード間のパス設定を行う｡

ルーティング情報のやり取りはOSPF(Open Shortest

Path First)などのIGP(Interior Gateway Protocol)で,

パス設定や帯域割り当てなどはMPLSでそれぞれ行う｡

この方式では,光ネットワークのトポロジーをIPレイヤ

に見せるために,OSPFなどの拡張や,光ネットワーク

ノードの管理部とパス設定部の変更が必要になる｡しか

し,リソースの最適割り当てが可能となる｡

R立製作所は,このようにして段階的に光ネットワー
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クとIPネットワークの統合を行うことにより,IPネット

ワークの今後の大容量化に対応していく考えである｡

おわりに

ここでは,IPネットワークの動向,日立製作所が提案

する通信キャリヤ用のソリューション,将来の光とIPネ

ットワークの統合へ向けたネットワークアーキテクチャ,

およびその移行シナリオについて述べた｡

日.屯製作所は,今後も,通信キャリヤのIPネットワー

クの変革と拡大の期待にこたえるトータルソリューショ

ンを提案していく考えである｡なお,この特集の別論文

では,日立製作所の代表的なネットワーク機器とソリュ

ーションについて述べている｡
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